
第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年

９
月
16
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、
関

山
演
習
場
（
新
潟
県
上
越
市
）
で
実

施
さ
れ
た
、
令
和
７
年
度
米
豪
軍
と

の
実
動
訓
練
（
オ
リ
エ
ン
ト
・
シ
ー

ル
ド
25
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
陸
上
自
衛
隊
、
米
陸

軍
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
陸
軍
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
系
統
に
従

い
共
同
し
て
作
戦
を
実
施
す
る
際
の

連
携
要
領
を
訓
練
し
、
作
戦
遂
行
能

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

連
隊
は
、
日
米
豪
の
共
同
戦
闘
訓

練
、
各
種
小
火
器
及
び
迫
撃
砲
に
よ

る
共
同
実
弾
射
撃
訓
練
、
共
同
兵

站
・
衛
生
訓
練
を
行
い
、
作
戦
遂
行

能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

特
に
今
回
の
訓
練
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
軍
が
日
本
国
内
で
初
め
て
の

実
動
訓
練
参
加
と
な
り
、
戦
術
レ
ベ

ル
も
含
め
た
日
米
豪
の
強
固
な
関
係

構
築
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
隊
員
達
は
言
語
や
装
備
等

違
い
が
あ
る
中
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

各
種
共
同
訓
練
を
実
施
し
、
日
米
豪

の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

連
隊
は
、
今
回
の
成
果
を
糧
に
一

層
の
練
度
向
上
を
図
り
、
い
か
な
る

任
務
に
も
即
応
し
得
る
部
隊
を
目
指

し
日
々
の
訓
練
に
励
み
ま
す
。

令和７年度米豪軍との実動訓練
（オリエント・シールド２５） し

の
だ
や
ま
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信
太
山
駐
屯
地
は
、
令
和
７
年
８
月
７
日
（
木
）
、
駐
屯
地
納
涼
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。災

害
級
の
大
雨
が
予
想
さ
れ
て
い
た
中
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
本
行
事
に
は
、
隊
区

（
大
阪
南
部
、
和
歌
山
）
か
ら
各
自
治
体
首
長
・
議
員
及
び
協
力
団
体
の
代
表
等
の
来

賓
の
ほ
か
、
多
く
の
地
域
住
民
及
び
隊
員
家
族
が
来
場
し
ま
し
た
。

開
会
宣
言
に
続
き
、
駐
屯
地
司
令
の
挨
拶
で
幕
を
開
け
た
納
涼
祭
。

ま
ず
会
場
を
沸
か
せ
た
の
は
、
自
衛
隊
な
ら
で
は
の
訓
練
展
示
で
し
た
。
隊
舎
の
屋

上
か
ら
降
下
し
、
ガ
ラ
ス
を
蹴
破
り
突
入
す
る
一
連
の
戦
闘
行
動
を
披
露
す
る
レ
ン

ジ
ャ
ー
訓
練
展
示
や
、
日
ご
ろ
の
厳
し
い
訓
練
で
培
わ
れ
た
格
闘
技
術
を
披
露
す
る
近

接
戦
闘
訓
練
展
示
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

訓
練
展
示
で
高
ま
っ
た
熱
気
は
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。

地
元
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
に
よ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
や
、
力
強
い
信
太
菊
水
太
鼓

の
演
奏
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、
観
客
は
手
拍
子
を
送
り
な
が
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
駐
屯
地
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
は
、
心
地
よ
い
音
色
で
会
場

を
包
み
込
み
、
多
く
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
と
は
別
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
が
、
「
納
涼
の
館
（
お
化
け

屋
敷
）
」
で
す
。
隊
員
手
作
り
の
本
格
的
な
お
化
け
屋
敷
は
、
夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば

す
恐
怖
と
涼
し
さ
を
来
場
者
に
提
供
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
納
涼
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
飾
っ
た
の
は
、
今
年
の
目
玉
企
画
で
、
だ

れ
で
も
参
加
可
能
な
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
盆
ダ
ン
ス
及
び
盆
踊
り
（
総
踊
り
）
で
し
た
。

隊
員
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
っ
た
、
子
供
た
ち
も
踊
れ
る
楽
曲
で
踊
る
と
い
う
定
番
の

盆
踊
り
と
は
一
味
違
う
ユ
ニ
ー
ク
な
盆
踊
り
に
、
参
加
者
は
笑
顔
で
踊
り
会
場
は
一
体

感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

信
太
山
駐
屯
地
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
「
明
る
く
信
頼
さ
れ
る

駐
屯
地
」
を
目
指
し
日
々
、
訓
練
や
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

信太山駐屯地納涼祭信太山駐屯地納涼祭

納涼の館 SHINODA盆ダンス 各種売店

レンジャー訓練展示

信太菊水太鼓

格闘訓練展示

駐屯地音楽隊
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教育訓練基盤構築

修
了
式
及
び
隊
員
の
意
気
込
み

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年
９
月
26

日
（
金
）
、
令
和
７
年
度
新
隊
員
後
期
教
育

の
修
了
式
を
実
施
い
ま
し
た
。

新
隊
員
達
は
、
７
月
か
ら
９
月
の
約
３
か

月
の
教
育
に
お
い
て
、
記
録
的
な
酷
暑
の
中
、

厳
し
い
訓
練
を
同
期
と
切
磋
琢
磨
し
乗
り
越

え
、
普
通
科
隊
員
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技

能
を
習
得
し
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
姿
を

見
せ
ま
し
た
。

今
後
、
新
隊
員
た
ち
は
、
新
た
な
戦
力
と

し
て
37
連
隊
の
各
中
隊
に
配
属
さ
れ
、
さ
ら

に
技
能
を
磨
き
、
心
身
を
鍛
え
、
一
人
前
の

自
衛
官
と
な
っ
て
勤
務
に
邁
進
し
ま
す
。

本部管理中隊情報小隊で、教育隊で
教わったことを忘れず、旺盛な責任感
と誇りを持ち、常に知識や技能の向上
に努め、最後の一人になっも任務を遂
行できる隊員となって、１日でも早く、
斥候員として任務遂行に必要な情報を
収集し連隊に貢献できるよう頑張りま
す。

信太山に来た当初は前期の班員と
の別れの寂しさや、新しい環境への
不安もありましたが、過去に類を見
ない酷暑の中でも区隊の仲間と助け
合い無事、教育を終えることができ
ました。教育隊で学んだことを忘れ
ず、陸曹、幹部を目指して精進して
まいります。

中隊配置にあたり、新たな知識、
技能を習得して任務を完遂する「体
力・気力・精神力」と、団体行動を
する上で信頼関係構築の基盤となる
「強調性」を向上させ、「初心を忘
れず」広い視野を持ち、一人前の自
衛官となれるよう日々精進していき
たいと思います。

２等陸士
藤本 雅哉

２等陸士
中村 嘉友

２等陸士
藤田さくら

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年
10
月
２
日
か
ら
12
日
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習

場
で
実
施
さ
れ
た
令
和
７
年
度
第
２
次
教
育
訓
練
基
盤
構
築
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
方
面
隊
の
旅
団
級
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ハ
ー
サ
ル
が
可
能
な
教
育
訓

練
基
盤
を
段
階
的
に
構
築
す
る
構
想
に
基
づ
き
、
あ
い
ば
野
演
習
場
の
訓
練
基
盤

の
維
持
・
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

編
成
完
結
式
に
お
い
て
、
第
３
師
団
整
備
隊
長
（
連
隊
長 

１
等
陸
佐

伊
藤

亮
基
）
は
、
「
切
っ
て
切
っ
て
切
り
ま
く
れ
！
」
「
ケ
ガ
す
る
な
！
」
「
カ
ゼ
引

く
な
！
」
の
３
点
を
要
望
し
、
隊
員
た
ち
は
秋
雨
や
10
度
近
い
寒
暖
差
等
の
厳
し

い
気
象
状
況
の
中
、
大
き
な
ケ
ガ
も
な
く
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

今
回
の
教
育
訓
練
基
盤
構
築
で
は
、
主
に
構
想
の
一
部
の
機
能
向
上
整
備
と
し

て
総
合
戦
闘
射
場
の
拡
幅
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
通
り
の
機
能
維
持
整

備
と
し
て
、
停
弾
提
（
て
い
だ
ん
て
い
）
の
補
修
や
、
幹
線
道
路
沿
い
の
整
備
及

び
側
溝
・
溜
桝
（
た
め
ま
す
）
の
整
備
等
が
重
点
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

連
隊
は
、
整
備
隊
長
の
要
望
に
応
え
、
一
切
の
妥
協
な
く
こ
れ
ら
の
作
業
に
取

り
組
み
、
実
践
的
な
教
育
訓
練
基
盤
の
確
実
な
整
備
・
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。

リース機材を活用した整備

溜桝整備
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各
訓
練
隊
活
動
紹
介

だ
ん
じ
り
祭
り
研
修

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年
10
月
11
日
か
ら
12
日
の

間
、
和
泉
市
で
行
わ
れ
た
「
だ
ん
じ
り
祭
り
」
を
研
修
し
ま

し
た
。

令
和
７
年
９
月
に
中
隊
に
配
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
隊
員
を

中
心
に
、
駐
屯
地
周
辺
の
各
町
会
に
引
手
と
し
て
参
加
し
、

四
百
年
以
上
も
の
歴
史
あ
る
伝
統
文
化
に
触
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
は
、
「
参
加
し
て
い
る
方
々
の
み
な
ら
ず
、

沿
道
に
集
ま
っ
た
観
客
の
熱
い
熱
気
と
迫
力
を
肌
で
感
じ
、

祭
り
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
た
」
と
感
想
を
述
べ
、
地
域
と

の
交
流
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
祭
り
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
に

対
す
る
理
解
と
信
頼
の
獲
得
に
寄
与
し
ま
し
た
。

信
太
山
駐
屯
地
の
各
訓
練
隊
は
、
日
頃
の
厳
し
い
練
成
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
各
地
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

格
闘
訓
練
は
、
愛
知
県
で
実
施
さ
れ
た
「
第
23
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

日
本
拳
法
大
会
」
に
大
阪
府
代
表
と
し
て
出
場
し
見
事
、
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

ま
た
、
銃
剣
道
訓
練
隊
は
「
第
69
回
西
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大
会
」
に

お
い
て
団
体
優
勝
を
達
成
、
個
人
戦
３
段
以
下
の
部
で
も
、
４
中
隊
の
山

本
士
長
が
準
優
勝
と
そ
の
確
か
な
技
量
を
証
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
持
続
走
訓
練
隊
は
奈
良
県
で
実
施
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
交
流

駅
伝
」
に
お
い
て
、
Ａ
チ
ー
ム
が
１
部
優
勝
、
Ｂ
チ
ー
ム
が
２
部
準
優
勝
。

さ
ら
に
、
世
界
一
過
酷
な
山
岳
駅
伝
と
言
わ
れ
る
「
秩
父
宮
記
念
第
50
回

富
士
登
山
駅
伝
競
走
大
会
」
に
お
い
て
も
、
所
望
の
成
果
を
収
め
、
強
靭

な
体
力
と
精
神
力
を
部
内
外
に
示
し
ま
し
た
。

信
太
山
駐
屯
地
は
、
こ
の
よ
う
な
大
会
参
加
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
員
の

「
力
強
さ
・
精
強
さ
」
を
部
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
任
務
遂
行
に
必
要
な
練
度
の
維
持
・
向
上
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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異動者紹介
連
隊
本
部

1
尉

佐
藤

健
司

34
普
連

（
板

妻
）

２
尉

瀬
之
口
直
也

信
太
山
駐
業
（
信
太
山
）

２
尉

松
本

隆
幸

大
阪
地
本

（
大

阪
）

本
部
管
理
中
隊

准
尉

永
長

和
也

防
衛
大
学

（
横
須
賀
） 

１
曹

浦

真
育

信
太
山
駐
業
（
信
太
山
）

１
曹

黒
川

芳
男

信
太
山
駐
業
（
信
太
山
）

２
曹

直
江

國
光

４
曹
教

（
大

津
）

２
曹

野
村

幸
生

３
施
設
大

（
大
久
保
）

２
曹

中
里

歩

18
普
連

（
真
駒
内
）

２
曹

佐
々
木
大
志

３
師
付

（
千

僧
）

３
曹

蛯
原

理
穂

32
普
連

（
大

宮
）

３
曹

山
西

壱
吹

４
曹
教

（
大

津
）

士
長

土
山

真
叶

26
普
連

（
旭

川
）

第
１
中
隊

曹
長

切
林

健

大
阪
地
本

（
大

阪
）

２
曹

岡

祐
文

51
普
連

（
那

覇
）

２
曹

蛯
原

健
吾

32
普
連

（
大

宮
）

３
曹

西
尾

勇
樹

８
師
団
付

（
北
熊
本
）

３
曹

小
椋

千
幸

51
普
連

（
那

覇
）

第
２
中
隊

２
曹

岩
崎

勇
太

静
岡
地
本

（
静

岡
）

２
曹

前
山

竜
兵

51
普
連

（
那

覇
）

第
３
中
隊

２
曹

岩
元

雅
幸

42
即
機
連

（
北
熊
本
）

第
４
中
隊

２
曹

米
田

琢
也

中
方
後
支

（
祝

園
）

３
曹

田
中

洋
平

大
阪
地
本

（
大

阪
）

３
曹

野
村
優
一
郎

中
即
連

（
宇
都
宮
）

３
曹

増
井

仁

３
曹
教

（
板

妻
）

第
５
中
隊

３
曹

明
渡

一
馬

宮
古
警

（
宮
古
島
）

重
迫
中
隊

１
曹

山
田

允
文

１
１
９
教
大
（
多
賀
城
）

３
曹

中
川

直
久

滋
賀
地
本

（
滋

賀
）

３
曹

井
上

皓
太

３
施
大

（
大
久
保
）

業
務
隊

２
佐

廣
田

哲

１
０
９
教
大
（
大

津
）

第
３
９
８
会
計
隊

１
尉

徳
元

浩

自
サ
防
隊

（
市
ヶ
谷
） 

３
曹

与
猶

蘭
華

中
方
会
本

（
伊

丹
）

警
務
隊

３
尉

山
下

陽
二

１
３
１
地
警
（
青
野
原
）

本
部
管
理
中
隊

１
曹

澤
井

英
俊

信
太
山
駐
業
（
信
太
山
）

３
曹

大
津

雄
介

対
馬
警

（
対

馬
）

第
４
中
隊

２
曹

横
井
賢
一
郎

奄
美
警

（
奄

美
）

第
５
中
隊

２
尉

秦

聡
史

大
阪
地
本

（
大

阪
）

重
迫
中
隊

１
曹

笹
島

雅
義

大
阪
地
本

（
大

阪
）

業
務
隊

２
佐

足
立

大
士

小
平
学
校

（
小

平
）

曹
長

川
崎

雄
二

大
阪
地
本

（
大

阪
）

３
直
支

１
曹

三
角

武
嗣

水
機
団

（
相

浦
）

第
３
９
８
会
計
隊

１
尉

大
西

隆
也

情
報
本
部

（
市
ヶ
谷
）

２
曹

奥
野

建
太

中
方
会
計
隊
（
伊

丹
）

警
務
隊

３
曹

織
田

征
吾

直
支
保
警

（
千

僧
）

歴
史
と
伝
統
あ
る
信
太
山
駐
屯
地
で
勤
務
で
き
る
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
信
太
山
駐

屯
地
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
速
や
か
に
業
務
を

掌
握
し
、
駐
屯
地
は
も
と
よ
り
、
大
阪
・
和
歌
山
地
本

に
所
属
す
る
「
部
隊
・
隊
員
の
た
め
に
」
さ
ら
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
任
務
遂
行
の

た
め
の
基
盤
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
信
太
山
駐
屯
地
に
お
い
て
初
め

て
と
な
る
指
揮
官
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
光
栄

で
あ
る
と
と
も
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
あ

り
ま
す
。
駐
屯
地
に
所
在
す
る
各
部
隊
に
対
す
る
会
計

支
援
を
全
力
で
実
施
し
、
し
っ
か
り
と
駐
屯
地
司
令
を

お
支
え
で
き
る
よ
う
に
日
々
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出身地：兵庫県川西市

年 齢：５２歳

趣 味：かけ足、筋トレ

出身地：鹿児島県

年 齢：４７歳

趣 味：音楽鑑賞・旅行

新着任部隊長紹介

信太山駐屯地業務隊長
あだち だいじ

２等陸佐 足立大士

第３９８会計隊長
 おおにし たかや

１等陸尉 大西隆也

転
出
者

転
入
者
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信太山自衛隊 協力会報

令
和
７
年
度
駐
屯
地
納
涼
祭

堺
・絆
支
部

活
動
紹
介

信
太
山
自
衛
隊
協
力
会
は
、
信
太
山

駐
屯
地
と
の
共
催
に
よ
り
、
令
和
７
年

８
月
７
日
（
木
）
、
信
太
山
駐
屯
地
納

涼
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
し

た
方
々
は
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
納
涼
祭

を
満
喫
し
、
会
場
は
大
賑
わ
い
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
は
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
盆
ダ
ン

ス
」
と
い
う
新
し
い
盆
踊
り
の
形
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
心
行
く
ま
で
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
力
会
か
ら
も
多
く
の
会
員
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
今
年
も
盛
大
な

納
涼
祭
と
な
り
ま
し
た
。

去
る
令
和
７
年
７
月
27
日
（
日
）
、
大
阪
の
夏
を
締
め
く
く
る
「
住
吉
祭
」

の
神
輿
渡
御
（
み
こ
し
と
ぎ
ょ
）
が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
担
ぎ
手
の
人
手
不
足
に
よ
る
伝
統
継
承
の
課
題
に
対
し
、
住
吉
大
社

宿
院
頓
宮

権
禰
宜 

古
布
智
寛 

様
よ
り
当
支
部
を
通
じ
、
信
太
山
駐
屯
地
へ

切
実
な
ご
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

我
々
信
太
山
自
衛
隊
協
力
会 

堺
・
絆
支
部
は
、
こ
の
地
域
の
声
と
伝
統
を

守
る
と
い
う
使
命
に
こ
た
え
る
た
め
、
駐
屯
地
の
有
志
10
名
を
募
り
、
担
ぎ
手

と
し
て
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
支
部
は
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
が
地
域
の
安
全
・
安
心
だ
け
で

な
く
、
文
化
や
伝
統
を
守
る
上
で
も
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
発
信

で
き
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
駐
屯
地
と
地
域
堺
を
結
ぶ
架
け
橋
と

し
て
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
獲
得
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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信
太
山
自
衛
隊
協
力
会
は
、
昨
年
か
ら

発
足
し
た
南
河
内
支
部
を
含
む
各
支
部
が
、

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
支
部
は
招
待
者
か
ら
防
衛
講
話
等
を

聴
き
防
衛
思
想
の
普
及
お
よ
び
理
解
促
進

を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
今
後

の
活
動
や
現
在
置
か
れ
て
い
る
情
勢
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
を
す
る
等
、
大
変
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
我
々
、
信
太
山
自
衛
隊
協

力
会
は
積
極
的
に
活
動
し
、
隊
員
の
皆
様

が
安
心
し
て
任
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
、

全
面
的
に
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で

す
。特

に
、
昨
今
の
募
集
難
を
打
開
す
べ
く
、

少
し
で
も
隊
員
獲
得
に
貢
献
で
き
る
よ
う

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

協力会旗を利用
されたい支部に
ついては、協力
会事務局までご
連絡ください。

協力会記事投稿のお願い

各支部の活動状況や各支部における役員交代等
ドシドシと情報提供をお願い致します。

信太山自衛隊協力会
各支部総会
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